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叙事詩の宗教哲学
Mok§adharma－parvan和訳研究（IX）

茂木秀淳

〈Mok§adharma和訳＞1

［200章］（＝D．207章，7518－7566）

ユディシュティラは言った。

（1）祖父よ，偉大な英知をもつ者よ，蓮の花のごとき目をもち，揺るがぬ鰯造者にして，

　　被造物にあらず，存在物の生成消滅（の拠り所）である（cf。MBh．XII．187．4）ヴィシュ

　　ヌについて，

②　ナーラーヤナについて，三富の支配者（hζ§lke§a）について，ゴーヴィンダ（牛飼

　　い）について，征服されざる者について，長い髪をもつ者について，真実のままに私は

　　聞きたい，バラタ族のすぐれた者よ。

ビーシュマは言った。

　（3）そのことは，ジャマド・アグニの患子の言葉から2，ラーマについて，神仙ナーラダに

　　ついて，そしてクリシュナとドヴァイパーヤナについて伝えられている。

　（4）アシタやデーヴァラが，父よ，そして大きな熱力をもつヴァールミーキが，そしてマ

　　ールヵンデーヤが，ゴーヴィンダにおける偉大な超自然的出来事を語っている3。

（5）バラタ族のすぐれた者よ，遍在者は，長い髪をもつ者，至尊者，自在者，威光ある

　　者，プルシャ，一切者というように，さまざまに伝承されている。

㈲　また，世間ではバラモンたちが，シャールソが弓をもつ者の4もろもろの偉大さを5知

　　っている。それを聞くべし，ユディシュティラよ，長い腕をもつ者よ。

（7）そして古諌を知る人々が，人の王よ，余すところなく6ゴーヴィンダについて語った

　　ことを私は語るであろう。

（8＞生き物の本体であり，偉大なる（mahatrn旬最高のプルシャは，風7，火，水，虚空

　　そして地という大元素を心に思った8。

1本稿は奮叙事詩の宗教暫学一Mok§adarma－parva11和訳研究（棚）一2（信少H大学教育学部研究紀要第86号

　1995年12月）に続くものである。略号などは前回に準ずる。

2jalpata尊　N．　lalpata麺jalpad　vacanat

3P．　kathayaty　D．　kathayanty

4P．§ar自gadhanvana触　D．§arhgadhanvan｛

5P．　mahatmyan｛　玉＝）．　mahatmani

6　P．a§esena　hi　D．　karmani　tv　iha

7vayur　Deussen：Wind　llies　vayum］

8P．　caivanvakalpayat　D．　canvakalpayat
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（9）あらゆる生き物の支配者にして威光ある彼の偉大なる最高のプルシャは，地を見た

　後，水の中に寝台を9創造した。

㈹　一切の熱力からなる者は，そのめでたき寝台に1G横たわりつつ，あらゆる生き物の最

　初に生じるサンカルシャナを心に思った11Q

㈲　「すべての生き物の拠り所（であるサンカルシャナ）を心によって（創造した）」と

　我々は聞いている12。彼の生き物の本体である13サンカルシャナは，既に存在したもの

　とこれから存在するものの両者を保持している。

（12＞その後，長い腕をもつ者よ14，偉大なる彼の者が現れると，その腰に太陽のごとき神

　聖なi蓮の花が生じた。

㈱すると彼の至尊なる神，あらゆる生き物の祖父であるブラフマー神が，蓮の中で四方

　を輝かせつつ15，誕生したのである，王よ。

⑯　この偉大なる者が生じると，長い腕をもつ者よ歪6，その中にマドゥという名の無始

　の17大悪魔が蘭から18生じた。

（15）最高のプルシャは，ブラフマー神を増大させつつ玉9，その恐ろしい行為と恐ろしい知

　識を20もつ恐ろしい者を殺した。

（16）その殺害の故に，王よ，あらゆる神・悪魔・人間は，あらゆるサートヴァトの21雄牛を

　マドゥ殺しと呼んだのである。

α7）ブラフマー神は，ダクシャを七番圏とする，精神からなる（m置nasa）息子を創造し

　た。（それらは）マリー・チ，アトリとアンギラス22，プラストヤ，プラハ，クラトゥで

　ある。（cfMBh，XIL201．4）

（18）マリーチは，王よ，最初に生まれた息子としてカシュヤパを創造した23。精神からな

　り光輝に満ちた最もすぐれたバラモン24を創造したのである。

㈲　ブラフマー神は，マリーチの兄もまた親指から創造した25。彼は，バーラタ族のすぐ

　れた者よ，ダクシャという名の造物主となった。

9P．§ayana甲　D．　bhavanalP

10P．§ayane§犠bhe　D。　puru§ot宅amaな

11　P．sa単kar§aparn　ac至ntayat　王）．　sa導kar畢apam　aka里payat　N．　sarpkar§a亭a澄1　aha憩karaln

12P．　manaset｛vi§u§ruma　D．　manaset1ha§t重§ruma

13P．　bh｛1tatm含　D．　bh｛1tani

14P．　mahξ…b農ho　D．　mahabヨhau

15P．　bhasayan　di’§a無　D．　bhrajayan　de6a単

16　P，三nahabaho　　D．11ユah譲b農hau

！7pUrvalo　N．　pOrvalo　hadir

18P，　tamasah　D，　tamasa

19P．　brahmapopacita甲　D．　brahmapo’paclta甲

20P．　ugrarp　buddhl！p　D．　ugrarp　karma

21　sarvasatvatam　　翼．　sat　para！噴atma　tadvatalp　satvata甲yo9圭naln　ity　arthaり

221）．marfclm　atryaぬgirasau　D．　marlc｛m　atrya毒girasa甲

23P．　pt…tra甲cas誓jad　agralam　D．　putram　agralam　agrajaり

24P．　brahmasa之tamam　　D．　brahmav至ttamam

25　P，asζjad　　I）．　sasτje
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⑳　その造物主に，まず，十三人の娘が生じた，バーラタ族よ。その中で最も年上のもの

　はディティであった。

⑳　あらゆるすぐれたダルマを知り，汚れなき誉れをもち，大きな名嘗をもち，マリーチ

　より生まれたるカシュヤパは，王よ，すべての（娘）の夫となったのである。

（22）大きな幸運をもち，ダルマを知る造物主たるダクシャは，これらの娘の後にさらに十

　人の娘を生ぜしめた後，それらをダルマに与えた。

（23＞ダルマの息子たちがヴァス，限りなき熱力をもつルドラ，ヴィシュヴァデーヴァ，サ

　ーディヤ，マルトヴァントである，バーラタ族よ。

伽）他にこれらの娘とは別に二十七人のより若い娘が（ダクシャには）いた。大きな幸運

　をもつソーマがその娘たちすべての夫となった。

㈱　他の者（カシュヤパの娘）たちは26，ガソダルヴァ，馬，鳥（dv瀬n），牛，キムプル

　シャ，魚，植物27，木を生んだ。

㈱　アディティは大きな力をもつすぐれた神アーディトヤたちを生んだ。その中にヴィシ

　ュヌが矯人として生じ，そして主であるゴーヴィンダが生じたのである。

⑳彼（ヴィシュヌ）の一歩によって28神々の繁栄（§rl）は増大し，そして悪魔たち

　（dallava）は征服された。ディティより生まれたアスラの子孫も（征服されたのであ

　る）。

（28）ダヌはヴィプラチッティを長とする悪魔（danava）を創造した。ディティはあらゆ

　る勇猛な（mahおattva）アスラを生んだ29。

㈱　マドゥを殺した者（クリシュナ）は，昼と夜，季節に従った疇間，午前と午後という

　これらすべてを心に思った30。

（3⑪）彼は，理性によって水を31創造した。そして雲，そして動くものと動かぬものを翻造

　し，大きな光輝を伴うあらゆる地を創造したのである。

㈹　それから長い腕をもち32威光あるクリシュナは再び，ユディシュティラよ，すぐれた

　バラモン百人を33口から創造したのである34。

（32）両腕から百人のクシャトリアを，両腿からヴァイシャ百人を，両足からシュードラ百

　人を，長い髪をもつ者（クリシュナ）は（翻造したのである），バラタ族の雄牛よ。

（33）このように四種のヴァルナを生ぜしめた後，かの大きな栄光をもつ35威光ある者

　は36，一切の存在物を監視し（adhyak§am）維持する者を（d臆t翫am）翻造した37。

26itara恥　N．　itara13　ka§yapas之r圭ya摯　Deussen：jelle　a！1deren［dreizelm　Frauen　des　Ka§yapa3

27P．　audbhldalp§ca　D．　udbh童飴三P§ca

28P．　vikrama導ad　eva　D．　vikramapac　capi

29P．　vyajayata　I）．　ajIjanat

30　P．sarva1γ竃evanvaka豆payat　I）．　sarvaln　evanuka三payat

31P，　buddhyapa13　D．　pradhyaya

32　P，1nahabahu無　　D．　mahabh負ga彫

33　§ataln　　N．§atan｝anantaln

34P．　mukhad　asUlata　D．　mukha（蓋evasζjat

35P．　Inah農ya§a摯　D．　mah議tapa尊

36　P．prabhu辱　　D．　svayan聖
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（3の（クリタユガにおいては）人々に身体を維持したいという望み（5raddha）が存在す

　る問人々は生き，彼らには死神ヤマによって引き起こされる恐れはなかった。

（35）人々には男女の法は（maithuno　dharmo）存在しなかったのである，バラタ族の雄

　牛よ。人々が心に思うだけで（salpkalp灘eva）子供は生まれたのである。

㈲　その後38，トレーターユガにおいては，子孫は長く心に思うことによって39生まれた。

　彼らにとっても男女の法はなかったのである，人々の王よ。

⑳　ドゥヴァーパラ（ユガ）において，人々には男女の法が生じたのである，王よ。そし

　てカリユガにおいて，王よ，人々は対立するに至ったのである。

㈱以上のように，生き物の主は，王よ，よき監視者として讃えられている40。しかし，

　クンティーの子よ，監視者をもたない者たちについても劇私は語るであろう42。

㈱南方に生まれた者としては，身体を守る者よ（？）43，すべてのアソドラカ，ウトサ

　（わ44，プリンダ，シャバラ，チューチュパ，そしてマンダパたちがいる45。

㈲北方に生まれた者としては一三らについても語ろう一ヤウナ，カンボージャ，ガ

　ーンダーラ，キラ一白，そしてバルバうたちがいる。

㈹　犬・鴉・鳥・はげ鷲と46等しい，これら罪を為す者たちは，この地上をうろつくのであ

　る，人の王よ。

㈲　これらの人々はクリタユガにおいてはこの地上をうろつくことはない。トレーターユ

　ガ以降に，この人々は存在するのである47，バラタの雄牛よ。

㈲　従って，そのユガの終おりの恐ろしいサソディヤーの時に48，王たちはお互いに会っ

　て，（彼らを）攻撃したのである。

㈹　偉大なる者の顕現であり49，神々の神仙であり50，あらゆる世界を見る者であるこの

　ナーラダは，以上のように語ったのである，クル族のすぐれた者よ。

37Dはこの後に次の闘詩節が挿入されている。従って，　P．とD．では詩節番号が3つずれることになる。

　　　vedavi（玉yavidhatara1P　1）rahma草am　a鴉itadyutin1／

　　　bhUtarnatτga夏1adhyak§a越儀vir負pak§arp　ca　so’sζjat／

　　　§asitaralp　ca　pξ毫panarp　Pit敢1aIT1＄anユavarthlanユ／

　　　asζjat　sarvabhatatma　vidhipa1p　ca　dha鷺e§varam

　　　yadasam　asUjan　natha甲var脚a甲ca　jale蓉varam／

　　　vasava甲sarvadevanam　adhyak§am　akarot　prabhし毒／

38P．　tatra　D．　tatas

39P．　kale　sarpkalpaj　D．　kale　sa甲spar§aj

40P．　prakirti亡a尊　D．　tathocyate

41　P，【董iradhyak§arps　tu　　I）．　nirapek§a圭纂§ca

42P．　klrtayi§yami　t農n　api　D．　kir£ay三§y農mi　tac　chUpu

嘆3P．亡alavara　D．　aaravara

44P．　utsa摯　D．　guha駐

45P．　cacupa　ma阜ζlapa幻saha　D．　c桑。疑ka　madraka｛垣saha

46P．ぎvaka匙aba】agζd魚r寂孕a1P　亙），§vapakabalagrdhraζ1alp

荏7P．　vartante　D．　vardhante

48P．　mahaghore　sa恥dhya1くale　yugantike　D．　Inahaghore　sa順dhyalくala縫pasth｛te

49P．　pr農durbhavo　mah3tmana厚　D．　p顛伽rbh自to　mahatma顛

50P，　devadevarslr　D．　devam　devarsir
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㈲　また長い腕をもつナーラダも，人の王よ，正しくクリシュナが最蕩者であり，永遠で

　あると考えたのである，バラタの雄牛よ。

㈲以上のように，この方は，長い腕をもち，長い髪をもち，真の勇猛さをもち，思量を

　超え，蓮華の目をしている。これはただの人（kevala噸nu§a）ではない。

［201章］（瓢D．208章，7567－7603）

ユティシュティラは旧ったQ

（1）かつて生き物にはどのような支配者たちがいたのか，バラ劇界の雄牛よ。そして，い

　　かなる聖仙が，大きな幸運をもつ者として，それぞれ四方において（dik＄u）伝えられ

　　ているのか。

ビーシュマは冨つた。

②　バラ三族のすぐれた者よ，汝が私に5L尋ねたことについて私の欝うことを聞くべし。

　　四方にはそれぞれ生き物の支配者が伝承されている52。

（3）最初に唯一の自存者たる聖なる永遠のブラフマー神が存在した。ブラフマー・神には偉

　　大な自存者たる七人の息子がいた53。

　（4）　（彼らは）マリーチ，アトリとアンギラス，プラストヤ，プラハ，クラトゥ，そして

　　大きな幸運をもつヴァシシュタである。彼らは自存なる者（ブラフマー神）に距敵し

　　た54。（cf．MBh．XIL200．17）

　⑤　このことは55「七人のブラフマー神」として古謹の中に確定されている56。これより

　　以後私はこれらすべての造物主について語るであろう。

（6＞永遠にして聖なるプラーチーナバルヒスは，アトリの家系から生まれブラフマー神を

　　母胎とする者である。彼から十人のプラーチ・野タスが（生まれた）。

（7）この十人には一人の患子がいた。それはダクシャという名の造物主である。彼には二

　　つの名前があり，世間ではダクシャそしてカ（ka）と呼ばれている。

　（8）マリーチにはカシュヤパという息子がおり，彼には二つの名前が伝おっている57。一

　　つは58アリシュタネーミであり他方は59カシュヤパであると知られている。

　⑨　胸より生じたアンガ（P）6。，そして吉祥にして精力があり，神々のチユガの間崇拝を行

　　つた王バウマ61，

⑩そして聖なるアルヤマン，そして他のものが62息子である，力ある者よ。これらは指

5！P．ma　D．　Inam
52　正）．ye　slna　dik§u　pratye1くa§a奪slnrtaむ　　D．　ye’slnin　d至k§u　ye　car§aya1，　slnUta尊

53　P．sapta　putra　va｛　D．　sapta　vai　putra

54　P，sadr§a　　D．　sadr60

55　P．esa　　1）．　ete

56P．　n｛蓉cayo　gata取D．11i話cayalP墓a之的

57　P．6rute　　I）．　S買｝rte

58P．　ity　eka！夢　D．　lty　eke

59P、｛ty　aparam　D．　ity　apare

60　P．ahga§caivaurasaむ　　D．　a之reきcaivaurasa垣

61P．　bhauma話ca　D．　soma§ca
62　P，calユye　　D．　casya
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　示者であり63，世界の創造者である64と言われている。

（11＞不動なる者よ，月（§a§abindhu）には一万人の妻がいる。当時，その一人ずつに一

　千人の患子が生まれたのである。

（12）かくして，彼の偉大なる者には一千万人の65慰子がいたのである。そして彼らは66誰

　も他の造物主を（父として？）望まなかったのである。

（13＞賢者たちは子孫をかつて67月より生まれたものと語る。造物主のこの偉大な家系は68

　ヴジシュニ家系の始まりである。

㈹　（以上のように）もろもろの生き物のこれら栄光ある主だちが語られた。これより後，

　私は三界を支配する神々について語るであろう。

α5）バガ，アンシャ，アルヤマン，ミトラ，そしてヴァルナ，サヴィトリ，ダートリ，そ

　して大きな力をもつヴィヴァスヴァット，

⑯　プーシャン，トヴァシュトリ69，インドラ，そして十二番目はヴィシュヌであると言

　われる。これら70十二入のアーディトヤはカシュヤパの息子たち（atmasambhavah）

　である。

（17）ナーサトヤとダスラはアシュヴィン双神とも伝えられている。彼らは八番閤の造物主

　である71マールターンダの息子たち臓tmalau）である72。

（18）　トヴァシュトリの息子は，畜祥にして栄光あるヴィシュヴァルーパ，アジヤ，エーカ

　バドゥ，蛇神アヒ，ブドゥニヤ，ヴィルーパークシャ，そしてライヴァタ，

（19）バラ，パフルーバ，トリアンバカ，スレーシュヴァラ，サーヴィトリ，ジャヤンタ，

　そして無敵のピナーキソである。大きな幸運をもつ八人のヴァスについては既に語られ

　た。　（MBh．XH．200．23）

⑳　以上，この種の天神たち（dev飾）は造物主であるマヌから（生まれたのである）。

　そして，彼らは，かつては神々（sur的）として，そして祖先として，というように二

　種類に伝えられている。

（2Dサードヤとシッダには，性質と姿に歓喜する者たち73と，それとは甥の74者たちがい

63　ete　prade§ah　　N．　pra（達e§aねpradi§anti　aj負apayangti　praδe6a　I5ana§1三a　i℃y　arthah

64prabhavana摯　N．　prab董≧avaR的prakar§epa　sra§郵ara§ca

65P，§atasahasran温ln§ataln　D．§atasahasrarユi　daぎa

66　P．ギ1acate　　I）．canate

67P．paura加p　D．pur朗a無

68P．　mah3【1　va照きa難　D．　mahava1115ah

69P．　pU§a之va§ta　D．　tva§ζa　p醇a

70　P，ta　ete　　D．　ity　ete

7！　P，prajapat｛毎　　D．　inahaむ捻ana駐

72この後D．は次の句を挿入し，次の第18節詩のabと併せて第娼鷺山としている。

　　　te　ca　p｛芝rvarp　sura§cet1　dv重vidh的plもaraねsInUta垣／（篇P．20cd，　D．21cd）

　　　（彼らは，かつて，神々そして二種の祖先として伝えられた。）

　このため詩節の対応関係はP．18cd嵩D．圭9ab，　P．19ab罵D．圭9cd，　P．19cd＝D．20ab，　P．19ef漏D．20cdとなり

　（Pユg詩節は三行詩），詩節番号が1つずつずれる。

73P．蓉liarαpara£as　tv　a11｝アe　D、§茎layauvana之as　tv　arlyas

74　P．tathanye　　D．　tathanya麺
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　る（P）。リブとマルトは神々の集団であると規定されている75。

（22＞同様のものとして，ヴィシュヴェーデーヴァ，そしてアシュヴィソ双神も述べられて

　いる。これらのうち（te頭m）アーディトや神群はクシャトリアであり，マルト神群は

　ヴァイシャである。

㈱　アシュヴィン双神は恐ろしい苦行に集中した76シェードラであると伝えられてい

　る77。そしてアソギラスからの神々はバラモンであると伝えられている，と定まってい

　る。このようにすべての神々の四姓が語られた78。

（2の　これらの神々を早朝礼拝するならぽ，その者は，自分から生じたにせよ他人によって

　為されたにせよ，あらゆる罪から解放される。

（25）　ヤヴァクリータ，ライビヤ，アルヴァーヴァスとパラーヴァス，アウシジャ，カクシ

　ーヴァット，ナデ9，アソギラスの息子たち，

㈱　聖仙メーダーアティティの80息子であるカンヴァ，そしてバルヒシャダ，これら三界

　の創造考，そして七人の聖仙は東方にいるのである，王よ。

（27）　ウンムチャとヴィムチャ，精力あるスヴァスティアートレーヤ，プラムチャ，イドゥ

　マヴァーハ81，そして聖なるドリダヴラタ，

（28）　ミトラとヴァルナの息子，熱力をもつアガスティヤ，これらの梵仙たちは常に南方に

　住する82。

（29＞ルシャドグ，カヴァシャ，ダウミヤ，精力あるパリヴィヤーダ，エーカタ，ドヴィ

　タ，トリタという偉大な聖仙たち，

（3⑪〉アトリの聖なる息子，威光あるサーラスヴァタ，これら九人の83偉大なる者たちは，

　西方に住する。

⑳　アートレーヤ，ヴァシシュタ，偉大な旧記カシュヤパs4，バラドヴァージャを伴うガ

　ウタマ85，ヴィシュヴァーミトラ，そしてカウシカ，

（32＞そして偉大なる聖者リチーカの恵子であるジャマド・アグニ，これら七人は北方に住

　する86。

㈱　これらそれぞれの方位において述べられた恐ろしい熱力をもつ者たちは，偉：大なる証

75P．　codita　gapaりD．　codito　gapaり

76P．　samahitau　D，　samasthitau

77　P，n曳atau　　王）．　smrtauo

78P．は三行詩，　D．は二行詩である。従って，以下P．とD．は一行ずつずれ，　P．のab句はD．のcd句に，　P．の

　cd句はD，のcd句に対応するようになる

79P，　nala§ca　D．　bala5　ca

80P．弊er　medhatithe転　D．　U§ir　medhatithe垣

81P，　cedhmavaha§ca　D．　caidhmavaha§ca

82王）．a§rit会　D、　asthita

83P．　ete　nava　D．　ete　caiva

84P．　ka§yapaきca　D，　ka§yapa§ca

85P．　gautama垣sabhara（lvajo　D．　gautamo’tha　bharadvajo

86　P．udIcf！n　di5anl　a§ritah　　D．　udicfnl　a§r｛ta　di§an｝
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　人であり，もろもろの世界の創造者である。

憐　このようにこれら偉大なる者はそれぞれの方位に存在している。（人は）これらを称

　賛した後，あらゆる罪から解放されるのである。

（35）これらはそれぞれの：方位に存在しているが，どれであれその一つの方位に保護を求め

　る者は，あらゆる罪から解放される。そして幸運を得て（svastim翫）家々を廻るべ

　し87。

1202章］（＝D．209章，7604－7640）

ユディシュティラは言った。

（1）祖父よ，偉大な英知をもつ者よ，戦闘において真実の勇気をもつ者よ，私は不変の自

　　在者クジシュナについて余すところなく聞きたい。

（2＞彼の大きな熱力，そしてかつての88行為，そのすべてを私にありのままに話すべし，

　　バラタの雄牛よ89。

（3）・・リは9。どうして動物の姿を9三とったのか（dharita順n），いかなる行為を行うため

　　に92（動物の姿となったのか），それを私に語るべし，祖父よ93。

ビーシュマは送った。

（4）私はかつて狩に出かけた時，マールカンデーヤの住処（a§rma）に滞在した

　　（sthit護h）。そこで私は千入の聖者（muni）が座っているのを見た。

（5）それから彼らは蜜を混ぜた供物で私に敬礼した。私はその敬礼を受け（pratigrahya

　　catamp通町m），聖者たちに挨拶した。

㈲　この話はそこで偉大な聖仙カシュヤパによって語られた。心喜ばす神聖なその話を，

　　ここで心を集中して聞くべし。

（7＞かつて，怒りと禽欲を伴う悪魔の主な者ども（d融avamul（hya）），力に酔ったナラ

　　カを初めとする百人からなる大悪魔ども（ma瞭sura），

（8＞そして，他の多くの戦闘に狂った悪魔ども（danava）は，神々のこの上ない繁栄

　　（sa町ddhi）に耐えられなかった。

⑨　悪魔どもに苦しめられた神々，そして神仙たちは，王よ，あちこち逃げ回ったが

　　（vi§am加as　tatas　tat的）安全な場所を得なかった。

⑯　彼ら天に住む者は，大地が苦しみの姿をしているのを94見た。すなわち，恐ろしい姿

8アD．37は一行詩である。

88P．　p蟻rata轟a拠　D．　purakτtam

89　P．prabr〔ぬ量bharatar5abha　　D．　br貢h茎tva【p　puru§arbha

90P．　hari垣　D．　prabhu摯

9ユP£iryagyo頻gata1p　r〔1pa1p　D．　tlryagyonigato　r〔lpaエP

92P、　karyavisargepa　Dほくarya裏Tisargepa

93P．　tan　me　br丘hi　pitamaha　D．　tam　akhyahi　ma銭aba圭a

94P．　prthivl甲　c侵rtaraparp　D．　pζthivim　artarUp蒙櫛　N．　pζt穎vi甲　buddhirp　v含sanarOpab百alla甲

　k§etrabhOtam　danavaih　ka！nakrodhair　abhisarpstirpa夏罫sarva之。　vyapt譲nユ
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　をした怪力の悪魔どもが満ちあふれ95，重荷に苦しみ，引き裂かれ96，苦しみ沈みつつ

　あるのを見た97。

（1i）そこでアディティの息子たちは，恐怖で震えて，ブラフマー神に次のように喬つた。

　「ブラフマーよ，どうずれば我々は悪魔どもの攻撃に98（勝つことが）できようか99。」

（12）自存な：る者は彼らに次のように言った。「わたしはここで一つの手段（vidhir）を与

　えよう。獲物に酔い100，力に，そして歓喜に（酔っている）

（13）愚かな者どもは，姿は見えず（avyaktadar§anam），汚れなき者によっても近づけな

　い神ヴィシュヌが，猪の姿をしているとは気がつかないであろう101。

㈹　この猪が，勢いよく，地中に行った彼の恐ろしい低劣な悪魔たちが何千と住んでいる

　ところに行って，（彼らを）静めるであろう。」（それを）聞いて，彼の102善良な神々は

　喜んだ鵬。

㈱　そしてヴィシュヌは猪の姿となつでG4地中に入り，ディティより生まれた者たちと出

　会った。

（16）集まっていたあらゆるダイトヤたちはこの人聞ではない生き物を見て，まったく一度

　に105，すべての者が死神カーラによって麻痺させられてしまった。

（17）そして（その後P）あらゆる（悪魔）はiO6，猪を攻撃し，同時に猪を捕えた。怒った

　者どもはその猪をあらゆる方向から引っ張った（vyakar§anta）。

（18）しかしその時，大きな体をして，大きな力をもち，力によって成長した107ダーナヴァ

　の主だった者たちは，彼に対して何もできなかったのである，力ある者よ。

（19）彼らダーナヴァの主な者たちは恐れからlo8驚きに至りlo9，何千回となく，自分に生じ

　た疑問について考えた。

⑳　その時，彼のヨーガを本質とし，ヨーガを御者とし，神々の第一の神である至尊者

　は，バラタ族のすぐれた者よ，ヨーガを行って，

⑳　大声を発し，ダイトヤとダーナヴァどもを震えさせた。その世界の十方に鳴り響いた

　る。

95P．　abhisamkirn含ln　D．　abhlsamt1mam

96P．　apakτ講a恥　　D．　aprahζ§ζa珊

97P．は三行詩，　D．は二行詩となっている。従って，以下，　P．とD．の詩節は一行ずつずれることになる。

98P．　upamaradanam　D．　abhimardanam

99P．§akyamahe　D．§ak§yamahe

100P．　varepabhisa甲matta　D．　varepabhisa甲panna

101P．　navabotsyanti　D．　n設vabudhyanti

102P．§rutva　te　D．　tac　chrutva

103P．は三行詩，　D．は二行詩となっている。従って，以下，　P．とD．の詩節番号は一つずつずれることになる。

104P、　a§τitah　D．　asthitah

lO5　P．　prasahya　sahasa　D．　prasahya　tarasa

106P．　sarve　ca　D．　tatas　te

107P．　mahavlrya　balocchri懐摯　D．　mahaviryabalocchrta尊

！08P．　bhayat　D．　bhaya甲

！09P．　agaman　D，　agacchan
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　（22）吼えた声によって，もろもろの世界は震動した11。。そしてインドラを指導者とする

　　神々はあらゆる方角で放心した（sambhr盃nta）1’1。

　（23）そしてその蒔世界（jagat）もまたまったく動きがなくなった。動く者も動かぬ者も

　　その声によって麻痺したのである。

　（24＞それから彼のダーナヴァどもはすべてその声におびえて，呼吸を失って倒れ，また，

　　ヴィシュヌの熱力によって麻痺したのである112。

　（25）そしてl13地下世界（rasatala）に行った猪は，神々を憎む者の114肉と脂肪と骨の塊

　　を115爪で引き裂いた116。

　㈱蓮の華を騰にもち，偉大なヨーギンであり，生き物の師であり，生き物の王である彼

　　は，その大きな声によって「永遠のもの」とU7伝承されている。

　⑳　それからすべての神々の群れは祖父に（次のように）話しかけた118。r神よ，この声

　　はどのようなものか。我々はそれを119知らないのである，力ある者よ120。生き物が震え

　　るこの声は何であり，誰のものか。」

　（28＞この時121，猪の姿をした偉大なる神122ヴィシュヌは偉大な聖仙たちに賞賛されつつ立

　　ち上がった。

祖父（ヴィシュヌ）は言った。

　㈲　ダーナヴァの王たちを打ち倒したこの神は，背が高く，大きな力をもち，偉大なヨー

　　ギンであり，生き物の本体であり，生き物の創造者であり，

　⑳　あらゆる生き物の支配者であり，ヨーギンであり，源であり123，そしてアートマンの

　　アートマンである。確信すべし，これこそがクリシュナであり，あらゆる罪を滅する者

　　である禰。

　⑳計り知れない威光をもち，大きな幸運をもち，大きな尊厳をもち，蓮の華を膀にも

　　ち，偉大なヨーギンであり，生き物の本体であり’25，生き物の創造者は，この不可能な

l！O　P．10ka奪saτPk§obham　aganユan　　D．　lokanarp　kξ｝obha　agam農之

111P．　sambhra鷺ta§ca　di§ah　sarva　devah　D．　samtrasta§ca　bhr§am　loke　devah

112　P．　vi脚utejovimohitah　D．　vi§puteja奪pramoh｛之aね

113P．　caiva　D．　capi

114P，　trida§advisah　I）．　trida§a（玉visam

115　P．　malpsamedosthisa甲cayam　D．　ma甲samedosthisalpcaya駐

116P，　sa甲daray設masa　D．　vidarayamasa

ユ17sanatana　iti　N．　sa王窪at　satataman　iti　bhokta～｝ug舳artha甲ce夢ζaとa　lと量san3亡a11帥sanadaΣユa　ity　ape｝（一

　§ite　dakarasth農ne　takaro　Ilair　uktah　nadena　saha　vartamana垣sanatana｛t｛yogasya（iar§itatvat

118　P，　upabruvall　D．　upadravan　D．は次の詩節を挿入しcd句としている。

　　　tatra　gatva　mahatmanam　Uc“§caiva　jagatpatiln／28／

　従って，P，の第27詩節の三行詩にはD．の二行詩二つが対応していることになる。

119P．　nainam　I）．　naltam

120P．　vibho　D．　prabho

121D．はこの前に次の句を挿入し，三行詩としている。

　　　deva§ca　danav言§caiva三臓ohitas之asya　tejasa／

／22P．　mahadevah　D．　mahabaho

123　P，　yonir　D．　munlr

12娃　P．　sarvapapaprapa歪ana摯　　D．　sarvavighnavina§ana尊

！25P．　bh負tatma　D．　mahatma
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　偉業を上首尾に行った後，自ら自分自身に戻ったのであるま26。

（33）もはや苦しみもなく，恐れが生じることもなく，あるいは悲しみもない，すぐれた

　神々よ。彼は規範であり，創造であり，また物を消滅させる時（kala）である。世界を

　維持するこの偉大なる者によって127声は発せられたのである。

（33＞まさしく彼は正28，大きな幸運をもち129，あらゆる世間から尊敬され，不動にして蓮の

　華の目をもち，一切の生き物の翻造者である正30。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1996年8月30日　受理）

126P，の31，32詩節はそれぞれ三行詩である。これにD．は二行詩三つが対応している

127　P，dharayatanena　　】：）．　dharayata　tena

128王）、　sa　eva　D．　sa　esa

129P．　mahabha客a摯　D．　mah言b註h晦

130P．　sarvabh農tasamudbhavah　D．＄arvabhUtadir　i§varah


